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抄 録  
目 的 ： 本 研 究 で は ， 地 域 住 民 ・ 養 鶏 農 家 の 鳥 イ ン フ ル エ ン
ザ に 対 す る リ ス ク 認 知 を 明 ら か に す る こ と を 目 的
と し た 。  
方 法 ： 無 記 名 自 記 式 質 問 紙 調 査 で ， 地 域 住 民 3 1 0 / 1 , 0 0 0  
名 （ 回 収 率 3 1 . 0 ％ ） と 養 鶏 農 家 1 9 8  / 9 7 6 名 （ 回 収
率 2 0 . 3 ％ ） に 実 施 し た 。 主 な 調 査 項 目 は ， 感 染 症
に つ い て の 認 知 と リ ス ク イ メ ー ジ で あ る 。リ ス ク イ
メ ー ジ は ， 恐 ろ し さ 因 子 （ 4 項 目 ， 各 項 目 1 点 か ら
7 点 と 配 点 ) と 未 知 性 因 子 ( 4 項 目 ) の 平 均 得 点 を 恐
ろ し さ 因 子 得 点 ， 未 知 性 因 子 得 点 と し て 算 出 し た 。 
結 果 ： 感 染 症 の 認 知 で は ， S A R S （ O R = 0 . 4 9   p = . 0 0 3 ） で 地  
域 住 民 は 養 鶏 農 家 に 比 べ 有 意 に 認 知 が 低 か っ た 。感
染 症 の リ ス ク イ メ ー ジ に お い て 有 意 差 を 認 め た 変
数 は ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 恐 ろ し さ 因 子 （ β = - 0 . 8 9  
p ‹ . 0 0 1 ）， 未 知 性 因 子 （ β = 0 . 7 4  p ‹ . 0 0 1 ） で あ っ た 。
地 域 住 民 は 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ に 対 し て ，養 鶏 農 家 に
比 べ て 恐 ろ し さ の イ メ ー ジ が 低 く ，未 知 性 の イ メ ー
ジ は 高 か っ た 。 ま た 養 鶏 農 家 は ， 未 知 性 の イ メ ー ジ
は 低 い も の の ， 恐 ろ し さ の イ メ ー ジ が 高 か っ た 。  
結 論 ： 地 域 住 民 と 養 鶏 農 家 の 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の リ ス ク 認
知 の 違 い が 明 ら か に な っ た 。   
 
キ ー ワ ー ド ：  
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ , リ ス ク 認 知 ,  リ ス ク イ メ ー ジ ,   






表 題  
R i s k  r e c o g n i t i o n  d i f f e r e n c e  b e t w e e n  p o u l t r y  f a r m e r s  a n d  
t h e  g e n e r a l  p o p u l a t i o n  r e g a r d i n g  a v i a n  i n f l u e n z a  
英 文 抄 録  
O b j e c t i v e s ： I n  t h i s  s t u d y ,  A u t h o r  a i m e d  f i r s t l y  t o  b r i n g  
a b o u t  a  r i s k  r e c o g n i t i o n  a m o n g  a n d  b e t w e e n  b o t h  
p o u l t r y  f a r m e r s  a n d  t h e  g e n e r a l  p o p u l a t i o n  r e g a r d i n g   
a v i a n  i n f l u e n z a .   
M e t h o d s ： I n  o r d e r  t o  d e t e r m i n e  a  v a r i e t y  o f  h e a l t h  
r e l a t e d  i n f o r m a t i o n  i n c l u d i n g  a v i a n  i n f l u e n z a  
a w a r e n e s s ,  r e c o g n i t i o n  o f  i n f e c t i o n  a n d  r i s k  i m a g e ,  a n  
a n o n y m o u s  s e l f - r e p o r t  q u e s t i o n n a i r e  w a s  c o n d u c t e d .   
A u t h o r  m e a s u r e d  t h e  r i s k  i m a g e  o n  a  7 - p o i n t  s c a l e  w i t h  
1  r e p r e s e n t i n g  t h e  l o w e s t  a n d  7  r e p r e s e n t i n g  t h e  
h i g h e s t  r i s k  i m a g e .  A u t h o r  c a l c u l a t e d  a n d  a v e r a g e d  t h e  
s c o r e s  f o r  b o t h  t h e  f e a r  f a c t o r  ( 4  i t e m s )  a n d  u n k n o w n  
f a c t o r  ( 4  i t e m s ) .  
R e s u l t s ： T h i s  q u e s t i o n n a i r e  i n v o l v e d  3 1 0 / 1 0 0 0  ( 3 1 . 0 % )  
m e m b e r s  o f  t h e  g e n e r a l  p o p u l a t i o n  a n d  1 9 8 / 9 7 6  ( 2 0 . 3 % )  
p o u l t r y  f a r m e r s .   I n  t e r m s  o f  r e c o g n i t i o n  r e g a r d i n g  
i n f e c t i o n ,  a  c o m p a r i s o n  o f  t h e  t w o  g r o u p s  r e v e a l e d  a  
s i g n i f i c a n t  d i f f e r e n c e  i n  t h e  o v e r a l l  a w a r e n e s s  a n d  
u n d e r s t a n d i n g  o f  S A R S  ( O R = 0 . 4 9  p = . 0 0 3 ) ,  w i t h  t h e  
g e n e r a l  p o p u l a t i o n  s c o r i n g  s i g n i f i c a n t l y  l o w e r  t h a n  
p o u l t r y  f o r m e r s .  T h e  R i s k  i m a g e  s c o r e s  r e s u l t  b e i n g ,  
A v i a n  i n f l u e n z a  s c o r e s  s h o w e d  a  v a r i a b l e s  s i g n i f i c a n t  
d i f f e r e n c e  i n  f e a r  f a c t o r  ( β  =  - 0 . 8 9  p  < . 0 0 1 )  a n d  u n k n o w n  
f a c t o r  ( β = 0 . 7 4  p ‹ . 0 0 1 ) .  R i s k  i m a g e  o f  f e a r  f a c t o r  i s  
l o w e r  g e n e r a l  p o p u l a t i o n  t h a n  p o u l t r y  f a m e r s ,  a n d  
i g n o r a n c e  f a c t o r  i s  h i g h .  
C o n c l u s i o n ： T h e s e  f i n d i n g s  s h o w  a  d e f i n i t e  r e c o g n i t i o n  
 
 
g a p  b e t w e e n  t h e  t w o  s u b j e c t  g r o u p s  r e g a r d i n g  a v i a n  
i n f l u e n z a .   
K e y  w o r d s： a v i a n  i n f l u e n z a ,  r i s k  r e c o g n i t i o n  ,  r i s k  i m a g e ,  
I n f e c t i o n  p r e v e n t i o n  e d u c a t i o n  
Ⅰ  は じ め に  1  
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ( H 5 N 1 ) は ， 感 染 力 が 強 く ， ヒ ト が 感 染2  
し た 場 合 で は 死 亡 率 5 4 ％ と 致 死 率 も 高 く , 治 療 法 が 確 立 し3  
て い な い こ と か ら 驚 異 的 な 感 染 症 で あ る 1 ）2 ）。わ が 国 で は ，4  
2 0 0 4 年 に は 山 口 県 ， 大 分 県 ， 京 都 府 で 発 生 し ， 2 0 0 7 年 に5  
は 宮 崎 県 ， 岡 山 県 で 発 生 3 ) し ， 発 生 農 家 だ け で は な く ， 養6  
鶏 産 業 全 体 に お い て も 多 大 な 経 済 的 ・ 精 神 的 な 被 害 が 生 じ ，7  
近 隣 住 民 も 巻 き 込 み 社 会 的 な 混 乱 を 招 い た 。 さ ら に ， 2 0 0 98  
年 4 月 に 発 生 し た 2 0 0 9 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ（ N 1 H 1 ）で は ，9  
世 界 中 で 多 く の 死 者 を だ し ，未 知 の ウ イ ル ス に 対 す る 脅 威1 0  
と 心 理 的 不 安 を 人 々 に 与 え ， 社 会 不 安 を 招 い た 4 ） 5 ）。 こ の1 1  
よ う な ， 感 染 症 の 発 生 時 の 状 況 を 踏 ま え る と ， 未 知 の 感 染1 2  
症 に 対 す る 備 え を 持 つ こ と が 極 め て 重 要 な こ と で あ る 。こ1 3  
れ に 対 し ， 厚 生 労 働 省 は 2 0 0 8 年 に 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ1 4  
（ H 5 N 1 ） を 二 類 感 染 症 に 指 定 し ， 入 院 措 置 等 の 法 的 根 拠 を1 5  
整 備 す る と と も に ，新 型 イ ン フ ル エ ン ザ を 感 染 症 法 に 位 置1 6  
づ け 発 生 直 後 か ら 対 策 を 実 施 で き る よ う に し て い る 。  1 7  
こ う し た 目 に 見 え な い 感 染 症 に 対 す る 社 会 的 な 混 乱 を1 8  
避 け る た め に は ，一 方 で 地 域 住 民 へ の 啓 発 活 動 と い っ た リ1 9  
ス ク マ ネ ジ メ ン ト が 重 要 で あ り 2 ） 6 ） 7 ）， 特 に 感 染 症 の 集2 0  
団 発 生 に お い て は ， 個 々 の 感 染 防 御 が 基 盤 で あ り ， 1 人 ひ2 1  
と り の 感 染 症 に 対 す る 知 識 ・ 技 術 の 修 得 が 重 要 で あ る 。  2 2  
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ( H 5 N 1 ) は ，東 南 ア ジ ア を 中 心 に 感 染 が2 3  
確 認 さ れ ， ヒ ト で は ア ジ ア ， 中 東 ， ア フ リ カ を 中 心 と し て2 4  
感 染 が 報 告 さ れ て い る 。 日 本 に お い て も ， 鳥 イ ン フ ル エ ン2 5  
ザ の 発 生 は 鳥 類 の み で あ る が ，感 染 の 拡 大 を 最 小 限 に 抑 え ，2 6  
更 な る 二 次 感 染 ， 新 た な 感 染 症 の 発 生 を 防 ぐ た め に は ， 養2 7  
鶏 農 家 だ け で な く ， 地 域 住 民 も 同 様 に 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ2 8  
( H 5 N 1 ) 理 解 し ，適 切 な 対 処 行 動 が と れ る こ と が 望 ま し い と2 9  
考 え る 。 特 に 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ( H 5 N 1 ) は ， ト リ - ト リ 感 染3 0  
の 発 生 に よ り ， 1 羽 で も 認 め ら れ た 場 合 養 鶏 農 家 に と っ て3 1  
は 莫 大 な 被 害 と な る 。 そ の 一 方 で ， ト リ - ヒ ト 感 染 ， あ る3 2  
い は ヒ ト - ヒ ト 感 染 を 危 惧 す る 地 域 住 民 へ の 影 響 も 大 き い 。3 3  
ま た ， 感 染 症 の 予 防 行 動 に は ， 感 染 症 に つ い て の 知 識 や 認3 4  
識 が 大 き く 影 響 を 及 ぼ す と 考 え る 。  3 5  
そ こ で ， 本 研 究 は 地 域 住 民 ・ 養 鶏 農 家 の 鳥 イ ン フ ル エ ン3 6  
ザ に 対 す る リ ス ク 認 知 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。 3 7  
 3 8  
Ⅱ  研 究 方 法  3 9  
１  調 査 対 象 者  4 0  
１ ） 地 域 住 民 に つ い て  4 1  
    A 町 は 九 州 圏 内 に 位 置 し , 人 口 約 1 5 , 0 0 0 人 で あ り ，4 2
自 然 豊 か な 町 で あ る 。 第 １ 次 産 業 は 1 6 . 0 ％ を 占 め て4 3  
お り ， 養 鶏 場 は １ 軒 で あ る 。 A 町 の 協 力 を 得 て A 町 の4 4  
承 認 が 得 ら れ た 2 0 歳 ～ 6 0 歳 の 住 民 を 対 象 と し , 住 民4 5  
基 本 台 帳 か ら の 対 象 者 の 抽 出 を 行 っ た 。対 象 者 の 抽 出4 6  
は , 層 化 2 段 階 無 作 為 抽 出 （ 性 ・ 年 齢 ） に よ り 1 , 0 0 04 7  
名 を 抽 出 し た 。 対 象 者 の 抽 出 , 郵 送 に 関 し て は ， 個 人4 8  
情 報 保 護 の た め A 町 が 実 施 し た 。  4 9  
 ２ ） 養 鶏 農 家 に つ い て  5 0  
   N T T 九 州 電 話 帳 に 養 鶏 と 記 載 さ れ て い る す べ て の 養5 1  
鶏 場 の 事 業 主 9 7 6 名 を 対 象 と し た 。  5 2  
２  調 査 方 法  5 3  
 調 査 は ， 対 象 者 に 無 記 名 自 記 式 質 問 紙 を 郵 送 し ， 対 象 者5 4  
が 回 答 後 ，返 信 用 封 筒 を 対 象 者 自 身 が 投 函 を 行 な い 回 収 し5 5  
た 。  5 6  
３  調 査 内 容  5 7  
 １ ） 基 本 的 属 性 ： 年 齢 ・ 性 別 な ど  5 8  
２ ） 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ に 対 す る 取 り 組 み  5 9  
： 対 策 の 認 知 状 況 な ど  6 0  
３ ）感 染 症 に つ い て の 認 知 ： 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ ， S A R S ,  6 1  
H I V ， 結 核 ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 5 つ の 感 染 症 に 対 す6 2  
る 主 観 的 認 知 で 「 聞 い た こ と が な い 」 「 聞 い た こ と が6 3  
あ る 程 度 」 「 な ん と な く 知 っ て い る 」 「 知 っ て い る 」6 4  
で 回 答 を 求 め 配 点 を そ れ ぞ れ 1 ～ 4 点 と し , 得 点 が 高6 5  
い ほ ど 認 知 が 高 い と し た 。  6 6  
 ４ ）リ ス ク イ メ ー ジ ： 季 節 性 イ ン フ ル エ ン ザ ，S A R S ,  H I V ，6 7  
結 核 ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 5 疾 患 に 関 し て , 三 橋 ら の リ6 8  
ス ク イ メ ー ジ 尺 度 8 ) 9 ) を 使 用 し た 。 リ ス ク イ メ ー ジ 尺6 9  
度 は ， 恐 ろ し さ 因 子 ， 未 知 性 因 子 の 2 つ の 下 位 項 目 か7 0  
ら な り , 恐 ろ し さ 因 子 は 脅 威 度（ ふ つ う － 恐 ろ し い ），7 1  
致 命 度 （ 致 命 的 で な い － 致 命 的 で あ る ） , 将 来 的 影 響7 2  
（ 将 来 ま で 影 響 が 残 ら な い － 将 来 ま で 影 響 が 残 る ） ,7 3  
世 界 的 影 響（ 世 界 的 な 影 響 が な い － 世 界 的 な 影 響 が あ7 4  
る ） の 4 項 目 で あ り , 未 知 性 因 子 は 科 学 的 未 知 （ 科 学7 5  
的 に 分 か っ て い る － 科 学 的 に 分 か っ て い な い ） ， 認 知7 6  
度 （ 危 険 を 正 確 に 知 ら な い － 危 険 を 正 確 に 知 っ て い7 7  
る ） , 観 測 可 能 性 （ 観 察 す る こ と が 可 能 － 観 察 す る こ7 8  
と が 不 可 能 ） , 接 触 性 未 知 （ 接 触 し て い る 人 が 知 ら な7 9  
い － 接 触 し て い る 人 が 知 っ て い る ）の 4 項 目 で 構 成 さ8 0  
れ る 。 各 項 目 の 得 点 は 7 段 階 尺 度 ( 1 点 か ら 7 点 と 配8 1  
点 ) と し ，恐 ろ し さ 因 子 ( 4 項 目 ) と 未 知 性 因 子 ( 4 項 目 )8 2  
の 平 均 得 点 を 恐 ろ し さ 因 子 得 点 ，未 知 性 因 子 得 点 と し8 3  
て 算 出 し た 。  8 4  
 ５ ） 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 発 生 時 の 対 応 ： 鳥 イ ン フ エ ン ザ の8 5  
発 生 経 験 の 有 無 ，鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 発 生 の 原 因 な ど8 6  
は 五 肢 択 一 に て 回 答 を 得 た 。  8 7  
４  調 査 時 期  8 8  
  地 域 住 民 ： 2 0 1 0 年 1 2 月 中 旬 ～ 2 0 1 1 年 1 月 下 旬  8 9  
  養 鶏 農 家 :  2 0 1 1 年 1 月 上 旬 ～ 2 0 1 1 年 2 月 下 旬  9 0  
５  分 析 方 法  9 1  
 各 質 問 項 目 に つ い て ， 地 域 住 民 ・ 養 鶏 農 家 の 2 群 間 比 較  9 2  
を 行 っ た 。 5 つ の 感 染 症 の 認 知 を 従 属 変 数 と し ， 独 立 変 数  9 3  
を 地 域 住 民 ， 養 鶏 農 家 と し 性 ・ 年 齢 を 調 整 し て ロ ジ ス テ ィ  9 4  
ッ ク 回 帰 分 析 行 っ た 。こ こ で 用 い た 従 属 変 数 の 感 染 症 の 認9 5  
知 は ， 「 聞 い た こ と が な い 」 「 聞 い た こ と が あ る 程 度 」 を9 6  
『 認 知 な し 』 と し 「 な ん と な く 知 っ て い る 」「 知 っ て い る 」9 7  
を『 認 知 あ り 』と し た 。ま た ，リ ス ク イ メ ー ジ に つ い て は ，9 8  
各 感 染 症 に 対 す る リ ス ク イ メ ー ジ の 恐 ろ し さ 因 子 得 点 と9 9  
未 知 性 因 子 得 点 を 従 属 変 数 と し , 独 立 変 数 を 地 域 住 民 ， 養1 0 0  
鶏 農 家 と し 性 ・ 年 齢 を 調 整 し て 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。 統 計1 0 1  
に は S P S S  s t a t i s t i c 1 9 を 用 い ，有 意 水 準 は p < . 0 5 と し た 。  1 0 2  
６  倫 理 的 配 慮  1 0 3  
研 究 の 実 施 は ， 所 属 機 関 の 倫 理 委 員 会 の 承 認 （ 2 0 1 0 年1 0 4  
1 0 月 2 2 日 研 究 番 号 1 0 1 9 6 ） を 受 け て 実 施 し た 。 質 問 紙 調1 0 5  
査 で は ， 調 査 目 的 ・ 方 法 ・ 内 容 を 文 書 に て 説 明 を 行 い ， 質1 0 6  
問 紙 へ の 回 答 の 返 信 を も っ て ，調 査 へ の 同 意 が 得 ら れ た こ1 0 7  
と と し た 。ま た 拒 否 す る 権 利 や 同 意 は 自 由 意 志 で あ る こ と1 0 8  
を 文 書 で 説 明 し 了 解 を 得 た 。 調 査 内 容 ・ 結 果 に つ い て ， 対1 0 9  
象 者 か ら 問 い 合 わ せ が あ っ た 場 合 に は 説 明 を 行 う こ と を1 1 0  
文 書 に て 説 明 を 行 っ た 。調 査 結 果 は 研 究 以 外 の 目 的 に は 使1 1 1  
用 し な い こ と を 説 明 し た 。 ま た 質 問 紙 は 研 究 終 了 後 ， 速 や1 1 2  
か に 破 棄 す る こ と を 説 明 し た  1 1 3  
 1 1 4  
Ⅲ  研 究 結 果   1 1 5  
 回 収 率 は ， 地 域 住 民 3 1 2 / 1 , 0 0 0 名 （ 3 1 . 2 ％ ）・ 養 鶏 農 家1 1 6  
2 0 1 / 9 7 6 名 （ 2 0 . 6 ％ ） で あ っ た 。 こ の う ち 性 別 に 欠 損 が な1 1 7  
い 地 域 住 民 3 1 0 / 1 , 0 0 0 名 （ 3 1 . 0 ％ ）・ 養 鶏 農 家 1 9 8 / 9 7 6 名1 1 8  
（ 2 0 . 3 ％ ） を 有 効 回 答 と し , 分 析 対 象 と し た 。  1 1 9  
１  基 本 属 性  1 2 0  
 対 象 者 の 年 齢 は ， 地 域 住 民  4 2 . 5 ± 1 1 . 6 歳 で あ り ， 養 鶏1 2 1  
農 家 5 6 . 0 ± 1 4 . 1 歳 で あ り 地 域 住 民 に 比 べ て 年 齢 が 高 か っ1 2 2  
た （ p ‹ . 0 0 1 ）。 ま た 年 齢 区 分 で は ， 地 域 住 民 4 1 歳 ～ 6 0 歳1 2 3  
1 7 7 名 （ 5 7 . 1 ％ ）， 養 鶏 農 家 4 1 歳 ～ 6 0 歳 9 7 名 （ 4 9 . 0 ％ ）1 2 4  
が 最 も 多 く ，地 域 住 民 と 養 鶏 農 家 の 年 齢 区 分 に 有 意 な 差 を1 2 5  
認 め た （ p ‹ . 0 0 1 ）。 性 別 は ， 地 域 住 民  男 性 1 4 9 名 ( 4 8 . 1 ％ )  1 2 6  
女 性 1 6 1 名（ 5 1 . 9 ％ ）で あ り ，養 鶏 農 家  男 性 1 8 3 名（ 9 2 . 4 ％ ）1 2 7  
女 性 1 5 名 （ 7 . 6 ％ ） で あ り 養 鶏 農 家 に 有 意 に 男 性 が 多 か っ1 2 8  
た （ p ‹ . 0 0 1 ）（ 表 １ ）。  1 2 9  
２  鳥 イ ン フ ル エ ン ザ に 対 す る 取 り 組 み の 実 施 と 認 知  1 3 0  
行 政 に お け る 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 発 生 防 止 対 策 に つ い て ，1 3 1  
地 域 住 民 は 「 よ く 知 っ て い る ・ 知 っ て い る 」 が 1 2 5 名1 3 2  
（ 4 0 . 3 % ），「 あ ま り 知 ら な い ・ 知 ら な い 」 が 1 8 4 名 （ 5 9 . 4 % ）1 3 3  
で あ っ た 。 こ れ に 対 し 養 鶏 農 家 で は 「 よ く 知 っ て い る ・ 知1 3 4  
っ て い る 」 1 8 7 名 （ 9 4 . 5 % ），「 あ ま り 知 ら な い ・ 知 ら な い 」1 3 5  
1 0 名 （ 5 . 1 % ） で あ っ た 。  1 3 6  
ま た ，鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 発 生 予 防 対 策 の 具 体 的 な 指 針1 3 7  
で あ る 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 発 生 予 防 対 策 の 認 知 に つ い て は ，1 3 8  
地 域 住 民 は す べ て の 項 目 で 養 鶏 農 家 よ り も 有 意 に 低 か っ1 3 9  
た （ p ‹ . 0 0 1 ）。 ま た 発 生 予 防 対 策 で は ， 地 域 住 民 の 認 知 度1 4 0  
が 4 割 以 下 で あ っ た 項 目 は ，飲 料 水 等 の 汚 染 に よ る 侵 入 防1 4 1  
止 1 0 0 名 （ 3 2 . 8 % ）， 従 業 員 の 教 育 8 9 名 （ 2 9 . 0 % ） で あ っ た1 4 2  
（ 図 1 ）  1 4 3  
行 政 の 取 り 組 み の 拠 点 で あ る 家 畜 保 健 衛 生 所 に つ い て ，1 4 4  
地 域 住 民 で「 知 っ て い る 」と 回 答 し た も の は 3 5 名（ 1 1 . 3  % ）1 4 5  
で あ っ た 。  1 4 6  
３  感 染 症 の 認 知  1 4 7  
 5 つ の 感 染 症 の 認 知 の 平 均 得 点 を 表 1 に 示 す 。 ま た ， 51 4 8  
つ の 感 染 症 の 認 知 に つ い て ，ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 モ デ ル を1 4 9  
使 用 し て ， 養 鶏 農 家 に 対 す る 地 域 住 民 の オ ッ ズ 比 お よ び1 5 0  
9 5 ％ 信 頼 区 間 を 算 出 し た （ 表 2 ）。  1 5 1  
 感 染 症 の 知 識 に 有 意 な 差 を 認 め た 感 染 症 は ， S A R S で あ1 5 2  
り オ ッ ズ 比 0 . 4 9（ 9 5 ％ 信 頼 区 間 0 . 3 1 - 0 . 7 8   p = . 0 0 3 ） と 地1 5 3  
域 住 民 が 養 鶏 農 家 に 比 べ 低 く か っ た 。ま た 有 意 な 差 は 認 め1 5 4  
ら れ な い が ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ も オ ッ ズ 比 0 . 4 7 （ 9 5 ％ 信1 5 5  
頼 区 間 0 . 2 2 - 1 . 0 1   p = . 0 5 4 ） と 地 域 住 民 が 養 鶏 農 家 に 比 べ1 5 6  
低 か っ た 。  1 5 7  
４  感 染 症 の リ ス ク イ メ ー ジ （ リ ス ク 認 知 ）  1 5 8  
 感 染 症 の リ ス ク イ メ ー ジ の 各 因 子 の 平 均 得 点 を 表 1 に1 5 9  
示 す 。 ま た ， 感 染 症 の リ ス ク イ メ ー ジ に つ い て ， 重 回 帰 分1 6 0  
表 1 挿 入  
図 1 挿 入  
表 2 挿 入  
析 の 結 果 を 表 3 に 示 す 。感 染 症 の リ ス ク イ メ ー ジ に 有 意 差1 6 1  
が 得 ら れ た 変 数 は ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 恐 ろ し さ 因 子  1 6 2  
（ β = - 0 . 8 9   p ‹ . 0 0 1 ） と 未 知 性 因 子 （ β = 0 . 7 4  p ‹ . 0 0 1 ） で1 6 3  
あ っ た 。 つ ま り ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ に つ い て は ， 地 域 住 民1 6 4  
は 養 鶏 農 家 に 比 べ て 恐 ろ し さ の イ メ ー ジ が 低 く ，未 知 性 の1 6 5  
イ メ ー ジ が 高 か っ た 。  1 6 6  
地 域 住 民 , 養 鶏 農 家 ご と 各 疾 患 に 対 す る 2 種 類 の 因 子 の1 6 7  
得 点 を 算 出 し た 。 恐 ろ し さ 因 子 を ｘ 軸 ， 未 知 性 因 子 を ｙ 軸1 6 8  
と し , 各 因 子 の と り え る 値 の 中 間 で あ る 4 を 境 界 と し て 41 6 9  
つ の 象 限 に わ け , 地 域 住 民 , 養 鶏 農 家 の 別 に 各 疾 患 の 得 点1 7 0  
を 図 示 し た （ 図 2 ）。 リ ス ク 認 知 は ， 右 に 位 置 す る ほ ど 恐1 7 1  
ろ し い イ メ ー ジ で あ り ，上 に 位 置 す る ほ ど 未 知 性 の 高 い イ1 7 2  
メ ー ジ で あ る こ と を 示 す 。 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ は ， 地 域 住 民1 7 3  
は 第 1 象 限 （ 4 . 9 1 ， 4 . 4 3 ）， 養 鶏 農 家 は 第 4 象 限 （ 5 . 7 3 ，1 7 4  
3 . 4 9 ） で あ っ た 。 季 節 イ ン フ ル エ ン ザ は ， 地 域 住 民 は 第 11 7 5  
象 限 （ 3 . 9 8 ， 4 . 1 0 ）， 養 鶏 農 家 は 第 4 象 限 （ 3 . 8 5 ， 3 . 9 5 ）1 7 6  
で あ っ た 。 他 の 感 染 症 は ， 地 域 住 民 ・ 養 鶏 農 家 と も に 同 象1 7 7  
限 に 分 類 さ れ た 。  1 7 8  
５  鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 発 生 時 の 状 況 ・ 対 応  1 7 9  
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ が 身 近 で 発 生 し た こ と が あ る と 回 答1 8 0  
し た も の は ，地 域 住 民 5 名（ 1 . 6 % ） 養 鶏 農 家 5 6 名（ 2 9 . 0 % ）1 8 1  
で あ っ た 。 身 近 で 発 生 し た 際 の 被 害 に つ い て ， 地 域 住 民 は1 8 2  
「 経 済 的 損 失 」 2 名 （ 0 . 7 ％ ）「 心 理 的 負 担 」 2 名 （ 0 . 7 ％ ），1 8 3  
養 鶏 農 家 は 「 経 済 的 損 失 」 2 9 名 （ 1 6 . 7 ％ ）「 心 理 的 負 担 」1 8 4  
2 6 名 （ 1 4 . 9 ％ ） と 回 答 し た 。  1 8 5  
 感 染 症 発 生 時 行 政 （ 国 ） に 望 む こ と に つ い て ， 地 域 住 民1 8 6  
は 「 生 活 の 方 法 に 関 す る 知 識 の 提 供 ・ 支 援 」 3 7 . 4 %  ( 1 1 61 8 7  
名 ) ， 養 鶏 農 家 は 「 原 因 の 究 明 」 2 7 . 2 %  ( 5 4 名 ) が 最 も 多 か1 8 8  
っ た （ 図 3 ）。 ま た ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 発 生 の 原 因 と し1 8 9  
て 影 響 が 強 い と 思 う こ と に つ い て ， 地 域 住 民 は 「 施 設 の 危1 9 0  
機 管 理 能 力 の 低 下 」 3 1 . 0 %  ( 9 6 名 ) ， 養 鶏 農 家 は 「 施 設 の1 9 1  
危 機 管 理 能 力 の 低 下 」 2 1 . 2 %  ( 4 2 名 ) が 多 か っ た （ 図 4 ）。  1 9 2  
図 2 挿 入  
図 3・ 4 挿 入  
 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 発 生 の 対 策 と し て 最 も 最 優 先 さ れ1 9 3  
る べ き も の に つ い て ， 地 域 住 民 は 「 病 院 ・ 保 健 所 な ど の 医1 9 4  
療 機 関 の 対 応 」 3 3 . 9 %  ( 1 0 5 名 ) ， 養 鶏 農 家 は 「 感 染 症 が 発1 9 5  
生 し た 施 設 側 の 適 切 な 対 応 」 2 3 . 8 %  ( 4 7 名 ) が 多 か っ た （ 図1 9 6  
5 ）。  1 9 7  
 1 9 8  
Ⅳ  考 察  1 9 9  
 本 調 査 に よ り 地 域 住 民 と 養 鶏 農 家 の 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ2 0 0  
に つ い て の リ ス ク 認 知 の 違 い が 明 ら か に な っ た 。  2 0 1  
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 知 識 に つ い て は ，地 域 住 民 と 養 鶏 農 家2 0 2  
に 違 い は 認 め な か っ た 。 地 域 住 民 と 比 べ 養 鶏 農 家 で は , こ2 0 3  
れ ま で の 国 内 で の 発 生 に と も な い 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ2 0 4  
( H 5 N 1 ) 発 生 予 防 対 策 が 取 り 組 ま れ て お り ，近 年 で は 鳥 イ ン2 0 5  
フ ル エ ン ザ ( H 5 N 1 ) の 発 生 を 想 定 し た 訓 練 も 行 わ れ て い る2 0 6  
1 0 ） こ と か ら 知 識 が 高 い と 考 え る 。 ま た 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ2 0 7  
発 生 時 ( H 5 N 1 ) に は ，マ ス メ デ ィ ア を 通 じ て 多 く の 情 報 提 供2 0 8  
が 地 域 住 民 に 対 し て も 行 わ れ て い る こ と か ら 知 識 の 普 及2 0 9  
に つ な が っ た の で は な い か と 考 え る 。 し か し ， 鳥 イ ン フ ル2 1 0  
エ ン ザ ( H 5 N 1 ) 発 生 予 防 対 策 に つ い て は ，地 域 住 民 の 認 知 は2 1 1  
低 く ，感 染 予 防 行 動 を 実 施 す る ま で の 知 識 の 習 得 に は 至 っ2 1 2  
て い な い の で は な い か と 推 測 す る 。  2 1 3  
リ ス ク 認 知 で は 有 意 差 を 認 め た 感 染 症 は ，鳥 イ ン フ ル エ2 1 4  
ン ザ で あ り 恐 ろ し さ 因 子 （ β = - 0 . 8 9  p ‹ . 0 0 1 ）， 未 知 性 因 子2 1 5  
（ β = 0 . 7 4  p ‹ . 0 0 1 ） で あ っ た 。 こ の こ と か ら ， 鳥 イ ン フ ル2 1 6  
エ ン ザ に 対 し て ， 地 域 住 民 は 養 鶏 農 家 に 比 べ て ， 鳥 イ ン フ2 1 7  
ル エ ン ザ に 対 し て 恐 れ が 低 く ，未 知 性 因 子 が 高 い こ と か ら ，2 1 8  
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 知 識 が 不 足 し て い る こ と ，鳥 イ ン フ ル2 1 9  
エ ン ザ の 発 生 が 身 近 で 経 験 し た 地 域 住 民 は ， 1 . 6 % と 低 か っ2 2 0  
た こ と か ら ，身 近 な も の で は な い 感 染 症 に 対 し て 恐 れ を 感2 2 1  
じ て い な い の で は な い か と 推 測 す る 。 一 方 で 養 鶏 農 家 は ，2 2 2  
地 域 住 民 に 比 べ 恐 ろ し さ 因 子 が 高 く , 未 知 性 因 子 が 低 い こ2 2 3  
と か ら ，鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ( H 5 N 1 ) に つ い て の 発 生 予 防 対 策2 2 4  
図 5 挿 入  
を 実 施 し て い る こ と か ら 専 門 的 な 知 識 を 有 し て い る こ と2 2 5  
が 未 知 性 因 子 を 低 く し て い る の で は な い か と 考 え る 。こ の2 2 6  
こ と は ，鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ( H 5 N 1 ) の 発 生 予 防 対 策 の 認 知 状2 2 7  
況 か ら も 言 え る こ と で あ る 。 し か し ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ2 2 8  
( H 5 N 1 ) 発 生 予 防 措 置 を 実 施 し て い る が ，日 本 国 内 で 鳥 イ ン2 2 9  
フ ル エ ン ザ ( H 5 N 1 ) が 発 生 し て い る 現 状 や ，本 研 究 結 果 に お2 3 0  
い て も 発 生 時 の 被 害 に つ い て ，養 鶏 農 家 は 経 済 的 な 負 担 や2 3 1  
心 理 的 負 担 を 挙 げ て い る こ と か ら ,  発 生 時 の 現 状 等 も 考2 3 2  
慮 し ， 恐 れ と し て 認 知 し て い る の で は な い か と 考 え る 。 そ2 3 3  
の た め ， 専 門 的 な 知 識 を 有 し て い る に も か か わ ら ず ， 鳥 イ2 3 4  
ン フ ル エ ン ザ に 対 す る 恐 れ が 高 く な っ て い る と 考 え る 。  2 3 5  
ま た ，今 回 感 染 症 に 対 す る 認 識 の 現 状 を 捉 え る た め に リ2 3 6  
ス ク 認 知 図 の 作 成 を 行 っ た 。 リ ス ク 認 知 図 は ， 対 象 者 の 属2 3 7  
性 か ら リ ス ク 認 知 状 態 の 予 測 や 感 染 症 の 致 死 率 や 感 染 力2 3 8  
な ど の 実 際 の 医 学 的 リ ス ク と の ズ レ を 明 ら か に す る 8 )  9 )  2 3 9  
1 1 ) こ と が 報 告 さ れ て い る 。 ま た ， リ ス ク 認 知 図 で は ， リ ス2 4 0  
ク 認 知 の 安 定 へ の 方 向 は 第 4 象 限 の 方 向 で あ る 1 1 ) と 報 告2 4 1  
が な さ れ て お り ， 今 回 の 結 果 か ら ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の リ2 4 2  
ス ク 認 知 で は ，養 鶏 農 家 に 対 し て は 感 染 症 の 発 生 を 未 然 に2 4 3  
防 ぎ ， 二 次 感 染 を 防 ぐ た め に も ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 発 生 時2 4 4  
の 経 済 的 損 失 と い っ た 実 質 的 な 内 容 を 考 慮 し た 上 で , 恐 ろ2 4 5  
し さ 因 子 を 低 下 さ せ る た め の 情 報 提 供 や 対 策 ・ 措 置 ， 地 域2 4 6  
住 民 に 対 し て は ，未 知 性 因 子 を 低 下 さ せ る た め の 鳥 イ ン フ2 4 7  
ル エ ン ザ に 対 す る 正 し い 理 解 を 得 る た め の 情 報 提 供 を 行2 4 8  
う こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。 ま た , 地 域 住 民 が 行 政 へ 望2 4 9  
む こ と で は ， 生 活 の 方 法 に 関 す る 知 識 の 提 供 ・ 支 援 が 挙 げ2 5 0  
ら れ て お り ， 感 染 症 が 発 生 し て い る 状 況 の 中 で ， ど の よ う2 5 1  
に 感 染 症 か ら 身 を 守 っ て い く た め に ど の よ う に 対 処 す べ2 5 2  
き な の か を 明 確 に 示 し 適 切 な 行 動 へ 導 い て い く こ と が 求2 5 3  
め ら れ て い る 。 こ れ ら の 情 報 提 供 に よ り 知 識 を 深 め ， 予 防2 5 4  
対 策 を 知 る こ と で 過 剰 な 恐 れ を 抱 く こ と な く 適 切 な 予 防2 5 5  
行 動 が と れ る と 考 え る 。 こ の よ う に ， 感 染 症 に 対 す る 認 識2 5 6  
を 明 ら か に す る こ と に よ り ， 対 象 と な る 個 ・ 集 団 が 感 染 症2 5 7  
を ど の よ う に 受 け 止 め ，認 識 し て い る か を 把 握 す る こ と に2 5 8  
つ な が り ，こ れ か ら の 感 染 症 予 防 対 策 の 方 向 性 を 検 討 す る2 5 9  
上 で も 有 益 で あ る と 考 え る 。  2 6 0  
今 回 の 調 査 で は ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ を ， 強 毒 性 ( H 5 N 1 )2 6 1  
で あ る か 否 か を 区 別 し て お ら ず ， 地 域 住 民 ， 養 鶏 農 家 が ，2 6 2  
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 設 問 に 対 し て ， 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ2 6 3  
( H 5 N 1 ) と し て 認 知 し た の か ，鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ( H 5 N 1 ) 以 外2 6 4  
と 認 知 し た の か は 明 ら か に で き な い 。 し か し ， 現 段 階 で は2 6 5  
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ か ら 受 け る 印 象 が , 地 域 住 民 と 養 鶏 農 家2 6 6  
で 異 な る こ と は 明 ら か で あ り ， こ れ ら の 認 識 の 違 い が ， 地2 6 7  
域 住 民 の 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ( H 5 N 1 ) 発 生 時 に 対 す る 誤 っ た2 6 8  
イ メ ー ジ を も た ら し ，社 会 的 混 乱 を 招 く こ と に つ な が る の2 6 9  
で は な い か と 推 測 す る 。  2 7 0  
ま た 地 域 住 民 ， お よ び 養 鶏 農 家 の 年 齢 ・ 性 別 が 異 な っ て2 7 1  
お り 世 代 間 の リ ス ク 認 知 に つ い て は 言 及 す る こ と は で き2 7 2  
な い 。 養 鶏 農 家 に お い て 全 体 的 に は 年 齢 層 が 高 く ， 男 性 が2 7 3  
多 く 占 め て い た が ， 2 0 0 3 年 農 業 構 造 動 態 調 査 に よ る と ，2 7 4  
養 鶏 業 従 事 者 の 年 齢 階 層 は ， 6 5 歳 以 上 が 2 9 . 1 % を 占 め ， 3 92 7 5  
歳 以 下 は 1 1 . 6 % で あ り ， 今 回 の 対 象 者 は 現 養 鶏 農 家 の 年 齢2 7 6  
階 層 を 反 映 す る 者 で あ る と 考 え る 。 ま た ， 男 性 が 多 く を 占2 7 7  
め た こ と に つ い て は ， 対 象 者 の 選 定 に あ た り ， 電 話 帳 に 登2 7 8  
録 さ れ た 養 鶏 農 家 と し た た め ，養 鶏 農 家 の 事 業 主 に あ た る2 7 9  
対 象 が 回 答 を し て い る た め に ，多 く な っ て い る と 推 測 す る 。2 8 0  
し か し ，今 回 の 対 象 は 養 鶏 業 を 営 む 専 門 家 と し て 鳥 イ ン フ2 8 1  
ル エ ン ザ ( H 5 N 1 ) 発 生 予 防 対 策 の 主 な 担 い 手 で あ り ，よ り 身2 8 2  
近 で あ る 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 認 識 を 把 握 す る こ と は 妥 当2 8 3  
で あ る と 考 え る 。地 域 住 民 に つ い て も 生 産 年 齢 層 を 捉 え て2 8 4  
お り ， 社 会 ・ 経 済 を 担 う 年 齢 層 に あ る こ と か ら も こ れ ら の2 8 5  
年 齢 層 が ど の よ う に 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ に つ い て 捉 え て い2 8 6  
る の か は 重 要 な 事 で あ る と 考 え る 。感 染 症 に つ い て の 意 識2 8 7  
に つ い て は ，社 会 的 背 景 な ど が 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る2 8 8  
た め 今 後 は 世 代 間 や 性 別 に よ る 認 識 の 違 い に も 配 慮 し , さ2 8 9  
ら に 検 討 を 行 っ て い く こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。  2 9 0  
本 研 究 の 限 界 と し て ， 分 析 に あ た っ て は 対 象 者 の 年2 9 1  
齢 ・ 性 別 の 調 整 を 行 い 実 施 し た が ， 回 収 率 が 低 い こ と か2 9 2  
ら 母 集 団 を 正 確 に 反 映 す る も の で は な く ， 偏 り は 不 可 避  2 9 3  
で あ る と 考 え る 。 今 回 の 結 果 は ， 感 染 症 に 対 し て 関 心 が2 9 4  
あ る 高 い 対 象 者 が 回 答 を し て い る 可 能 性 が 高 く ， 一 般 的2 9 5  
な 集 団 よ り も 感 染 症 の リ ス ク を 低 く 捉 え て い る の で は な2 9 6  
い か と 推 測 さ れ る 。 ま た ， 養 鶏 農 家 は 任 意 掲 載 で あ る 電2 9 7  
話 帳 よ り 対 象 者 か ら 抽 出 し て い る こ と か ら も ， 今 回 の 調2 9 8  
査 結 果 は 限 ら れ た 集 団 の 結 果 で あ る こ と か ら 一 般 化 す る2 9 9  
こ と は 限 界 が あ る と 考 え る 。 し か し ， こ れ ま で に 十 分 に3 0 0  
把 握 さ れ て い な か っ た 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ に 対 す る リ ス ク3 0 1  
イ メ ー ジ を 明 ら か に し よ う と し た 本 研 究 は ， 感 染 症 拡 大3 0 2  
を 防 ぐ た め に リ ス ク イ メ ー ジ を 改 善 す る 教 育 的 介 入 の 可3 0 3  
能 性 を 示 し た 点 で 公 衆 衛 生 的 意 義 を 有 す る と 考 え る 。  3 0 4  
 3 0 5  
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図 1  鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 発 生 予 防 対 策 の 地 域 住 民 と 養 鶏 農
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図 2  地 域 住 民 と 養 鶏 農 家 の 感 染 症 に 対 す る リ ス ク イ メ ー
ジ   
* 各 因 子 得 点 は ， 恐 ろ し さ 因 子 （ 4 項 目 ）， 未 知 性 因 子 （ 4 項  










図 3  地 域 住 民 と 養 鶏 農 家 が 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 発 生 時 の 対
































図 4  地 域 住 民 と 養 鶏 農 家 が 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 発 生 原 因
































図 5  地 域 住 民 と 養 鶏 農 家 が 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の 発 生 対 策

























表 1  基 本 属 性  
 
 地 域 住 民  
n = 3 1 0  
人 （ ％ ）  
養 鶏 農 家  
n = 1 9 8  
人 （ ％ ）  
χ 2 t e s t  
p  値  
年 齢 区 分  2 1 ～ 4 0 歳  1 3 3 （ 4 2 . 9 ）  2 0 （ 1 0 . 1 ）  
‹ . 0 0 1  
 4 1 ～ 6 0 歳  1 7 7 （ 5 7 . 1 ）  9 7 （ 4 9 . 0 ）  
 6 0 ～ 8 0 歳  －  7 5 （ 3 7 . 9 ）  
 8 0 歳 以 上  －  3 （ 1 . 5 ）  
 無 回 答  0 （ 0 . 0 ）  3 （ 1 . 5 ）  
性 別  男 性  1 4 9 （ 4 8 . 1 ）  1 8 3 （ 9 2 . 4 ） 
‹ . 0 0 1  
 女 性  1 6 1 （ 5 1 . 9 ）  1 5 （ 7 . 6 ）  
 地 域 住 民  養 鶏 農 家   
感 染 症 の 認 知   平 均 ( S D ）  平 均 ( S D ）   
 新 型 ｲ ﾝ ﾌ ㇽ  3 . 4 9 ( 0 . 7 3 )  3 . 5 7 ( 0 . 7 2 )   
 S A R S  2 . 7 0 ( 1 . 0 9 )  2 . 9 6 ( 1 . 0 0 )   
 H I V  3 . 6 7 ( 0 . 6 1 )  3 . 5 7 ( 0 . 7 4 )   
 結 核  3 . 5 2 ( 0 . 6 9 )  3 . 5 7 ( 0 . 6 9 )   
 鳥 ｲ ﾝ ﾌ ﾙ  3 . 3 5 ( 0 . 7 4 )  3 . 7 8 ( 0 . 6 3 )   
感 染 症 の リ ス ク イ メ ー ジ  平 均 ( S D ）  平 均 （ S D ）   
季 節 ｲ ﾝ ﾌ ﾙ  恐 ろ し さ 因 子  3 . 9 8 ( 1 . 0 5 )  3 . 8 5 ( 1 . 3 4 )   
 未 知 性 因 子  4 . 1 0 ( 1 . 1 2 )  3 . 9 5 ( 1 . 0 8 )   
S A R S  恐 ろ し さ 因 子  5 . 1 3 ( 1 . 1 0 )  5 . 0 2 ( 1 . 1 7 )   
 未 知 性 因 子  4 . 6 6 ( 1 . 0 6 )  4 . 5 8 ( 1 . 1 5 )   
H I V  恐 ろ し さ 因 子  5 . 8 8 ( 1 . 1 0 )  5 . 6 6 ( 1 . 1 7 )   
 未 知 性 因 子  3 . 7 7 ( 1 . 1 8 )  3 . 8 6 ( 1 . 2 0 )   
結 核  恐 ろ し さ 因 子  4 . 4 0 ( 1 . 2 6 )  4 . 2 7 ( 1 . 2 0 )   
 未 知 性 因 子  3 . 8 4 ( 1 . 1 0 )  3 . 7 8 ( 1 . 1 4 )   
鳥 ｲ ﾝ ﾌ ﾙ  恐 ろ し さ 因 子  4 . 9 1 ( 1 . 1 2 )  5 . 7 3 ( 1 . 1 8 )   
 未 知 性 因 子  4 . 4 3 ( 1 . 0 1 )  3 . 4 9 ( 1 . 3 3 )   
表 2  養 鶏 農 家 に 対 す る 地 域 住 民 の 感 染 症 に つ い て の  
認 知  
























 O R  9 5 % 信 頼 区 間  p 値  
新 型 イ ン フ ル エ ン ザ  0 . 5 4  0 . 2 6  -  1 . 1 1  0 . 0 9 2  
S A R S  0 . 4 9  0 . 3 1  -  0 . 7 8  0 . 0 0 3  
H I V  1 . 3 8  0 . 5 9  -  3 . 2 1  0 . 4 5 4  
結 核  1 . 1 0  0 . 5 0  -  2 . 4 3  0 . 8 0 6  
鳥 イ ン フ ル エ ン ザ  0 . 4 7  0 . 2 2  -  1 . 0 1  0 . 0 5 4  
表 3  養 鶏 農 家 に 対 す る 地 域 住 民 の 感 染 症 の リ ス ク イ メ
ー ジ  















  β  9 5 % 信 頼 区 間  p 値  
  
季 節 性  
イ ン フ ル エ ン ザ  
恐 ろ し さ 因 子  0 . 0 7  - 0 . 1 9  -  0 . 3 3  0 . 6 0 1  
未 知 性 因 子  0 . 1 7  - 0 . 8 6  -  0 . 4 3  0 . 1 9 3  
S A R S  
恐 ろ し さ 因 子  - 0 . 0 3  - 0 . 2 9  -  0 . 2 3  0 . 8 2 1  
未 知 性 因 子  0 . 1 7  - 0 . 0 8  -  0 . 4 3  0 . 1 7 9  
H I V  
恐 ろ し さ 因 子  0 . 0 5  - 0 . 2 0  -  0 . 3 1  0 . 6 7 7  
未 知 性 因 子  0 . 0 9  - 0 . 1 8  -  0 . 3 6  0 . 5 3 4  
結 核  
恐 ろ し さ 因 子  - 0 . 0 9  - 0 . 3 7  -  0 . 1 8  0 . 5 0 5  
未 知 性 因 子  - 0 . 0 9  - 0 . 3 4  -  0 . 1 7  0 . 4 9 8  
鳥  
イ ン フ ル エ ン ザ  
恐 ろ し さ 因 子  - 0 . 8 9  - 1 . 1 5 - - 0 . 6 3  ‹ 0 . 0 0 0  
未 知 性 因 子  0 . 7 4  0 . 4 9  -  1 . 0 0  ‹ 0 . 0 0 0  
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